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本発表ではMeissner-Olechowski Gravity を出発点として，Critical Gravityを任意の次元，及
び任意の微分項を含む理論へと拡張したモデルを提案する。なお，この研究は山口大学の小林
孝一朗氏，及び白石清氏との共同研究 [1]に基づく。

Einstein重力理論は摂動論的場の理論としてユニタリー性は保たれているが，結合定数が負の
質量次元を持つため，繰り込み可能ではない。そこで，繰り込み可能な重力理論を構築するため
に，高次の微分（曲率）項を作用に付加する試みがなされている。しかし，この場合はスピン 0の
massive graviton モードが出現するため，ユニタリー性は破綻する。
　一方，近年，3次元重力理論 (New Massive Gravity)[2]及び4次元以上へ一般化した理論 (Critical
Gravity) [3, 4]において，パラメータ間の調整によりスカラー自由度を消去できる場合があるこ
とが示された。これらの理論は曲率の 2次の項を作用に含んでいるが，我々は高次元でさらに高
次の微分項を含み，Critical Gravityを導く作用をMeissner-Olechowski Gravity[5]を基に構成し
た。結果は次のとおりである。
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を用いて次のように定義される。
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1次の摂動 gµν = ḡµν + hµν , h ≡ ḡµνhµν を考えると作用 (1)はNewton定数と宇宙項の再定義の
もと，O(h2)で Critical Gravityを導く。なお，(3)式中の SΛ

µ
αは Schoutenテンソルの摂動項で

ある。また，背景幾何は R̄µν
αβ = Λ(δµ

αδν
β − δµ

βδν
α) (Λ < 0) とした。

(3)式ではスカラー曲率の最高次はRDであるが，さらに高次の曲率項を含み，Critical Gravity
を導くラグランジアンは次のようになる。
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ここで，Sµν
(m)は Schoutenテンソルを拡張したもので，Lovelock テンソル
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を用いて，Sµν
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今後の展望としては，今回導いた作用を用いてブラックホールなどの様々な古典解とその物理
量について，また，他の真空解の存在およびその物理について考察したい。さらに，物質場を含
む場合についても調べたい。
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